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Ⅰ．研究概要 

 日常生活では、文字を書く、箸を使うなど、指先の力を正確に調整する能力が求められま

す。しかし、このような力の調節を学習する際に、脳の活動がどのように変化するかについ

ては、これまで十分に明らかにされていませんでした。そこで本研究では、指先の力を正確

に調整する練習によって脳の活動がどのように変化するのかを脳波計を用いて検証しました。 

その結果、学習によってより正確に力を調節できるようになると、運動や感覚情報の処理

に関係するα波（8–14Hz）および β 波（15–30Hz）の事象関連脱同期（ERD）（＊１）が増

強することが確認されました（図 1）。また、視覚刺激の処理に関わる N2 振幅（＊２）は減

少し、注意資源の配分に関わる P3 振幅（＊2）は増大しました（図 2）。これらの結果は、力

の調整を学習する過程で、視覚刺激の処理や注意の配分、感覚運動処理がより効率的になる

ことを示しています。 

 

 
【用語説明】 

（＊１）事象関連脱同期（event-related desynchronization; ERD） 

ある周波数帯域の振幅がベースラインに対して相対的に低下する現象。 

（＊２）N2 振幅、P3 振幅 

課題呈示から約 200ms～300ms 付近の波形を加算平均することで得られる振幅。 

図 1：3 つの電極における学習前後の ERD の変化 

左列が学習前、中央が学習後、右列が学習前後で差が見られた箇所を示す。 

青色が深いほど ERD が強まっていることを示す。 



Ⅱ．今後の展開 

 本研究では若年の健常成人を対象としましたが、今後は巧緻性の低下がみられる高齢者や

脳卒中患者を対象とした検討を進めるとともに、学習効果が長期的にどのように維持される

のか、また動作の自動化に伴って脳活動がどのように変化するのかについても詳細に検討し

ていく予定です。これらの研究を通じて、巧緻性を高める訓練がどのような神経生理学的メ

カニズムによって効果をもたらすのかを明らかにし、リハビリテーションの発展に貢献した

いと考えています。 
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図 2：2 つの電極における学習前後の N2、P3 振幅の変化 

点線が学習前、実線が学習後、網掛けが学習前後で差が見られた箇所を示す。 

200ms 付近の陰性の成分が N2 振幅、300m 付近の陽性の成分が P3 振幅である。 
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